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結論：

血中ビタミンD濃度は明瞭な季節変動を示し、冬春には９割の方で夏秋には５割の方で、不足ラインを下回っていた。
冬期以外では15分以上屋外に出る機会が週に１〜２日増えるごとに、また食事からのビタミンD摂取が2μg/day増え
るごとに、血中ビタミンD濃度は1ng/mL上昇していた。

High frequency of vitamin D deficiency incurrent pregnant Japanese women
associated with UV avoidance and hypo-vitamin D diet

妊婦の血中ビタミンD濃度の分布

論文概要の和文様式

現代人は屋外で過ごすことが極端に少なくなった。紫外線により皮膚で合成されるビタミンDは、骨関連だけでなく、
他にも様々な働きがあることが知られるようになっている。そこで、妊婦において紫外線にあたる頻度や血中ビタミン
Dの充足状況について調べた。

エコチル調査追加調査にて保存されていた血清のうち、2012年1,4,7,11月に採血されたものについて、血中25(OH)D
濃度を測定した。追加調査で得られた紫外線にあたる頻度に関する回答等や、エコチル調査で得られた食事からの
ビタミンD摂取量やその他の背景因子と血中25(OH)D濃度を照合し、血中25(OH)D濃度の関連を探った。

血中25(OH)D濃度は、約７割の妊婦で骨代謝の観点から「不足」とされる20ng/mLを下回っていた。明瞭な季節変動
があり、冬・春には９割の方で、夏・秋で５割の方が「不足」であった。（冬期以外では）15分以上屋外に出る機会が週
に１〜２日増えるごとに、また、食事からのビタミンD摂取が2μg/day増えるごとに、血中25(OH)D濃度は1ng/mL上昇
していた。

多くの妊婦でビタミンＤが不足している状況が明らかになった。特に日光のもとに出る機会が少ない妊婦で不足は深
刻であり、冬季は９割の方で不足ラインを下回っていた。紫外線曝露は皮膚がんの危険因子でもあり過度な曝露は
避けるべきであるが、現代の生活スタイルでは総じてビタミンＤは不足しがちであると認識し、適度に日光にあたる機
会が得られるようなライフスタイルを心がけることが必要と思われる。研究の限界：誤分類の可能性；紫外線にあたる
頻度や食事内容については、妊婦の自己申告によるものである。
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